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はじめに
現在，「幼児・児童生徒の心身の発達及び学習の過程
（障害のある幼児児童及び心身の発達及び学習の過程を
含む）」に関する内容が，教職に関する必修科目として
位置づけられており，教員養成大学・学部においては，「教
育心理学」，「発達と学習の心理学」，「学校教育心理学」，
等といった科目名で開講されている。一方，これらの科
目は，幼稚園や小学校免許取得のみならず，大学によっ
ては，中・高免許取得においても必須の科目として位置
づけられているため，当該科目の大学での講義内容とし
ては，幼児期から少なくとも中・高校生期を含む青年期
までを扱う必要が本来あるといえる。現在まで教育心理
学の授業内容に含められることが多いと考えられる，ピ
アジェの認知発達段階やコールバーグの道徳性の発達，
エリクソンの心理社会的発達段階といった内容では，そ
うした時期が部分的に扱われることはあるものの，総じ
て，中学・高校生・大学生段階に関わる，いわゆる思春
期・青年期の心理的な発達については，幼児・児童期に
関わる内容と比較して，扱われることがやや少ない現状
があるように思われる。こうした観点から，本研究では，
教職課程で通常用いられている「教育心理学」のテキス
トにおいて，青年期・思春期に関わる内容がどのように
扱われているかについて検討することとした。
思春期と青年期について
青年期は，子どもから大人に成長していくための移行
期（高木，2016）であり，児童期と成人期の間に位置（井
上，1991）する時期といえる。こうした青年期は，身体的，
心理的，社会的な諸側面でいろいろな発達がみられる時
期である（高木，2016）。身体的には，第二の発育のスパー
トと第二次性徴が表れる。心理的な面では，抽象的・論
理的思考や，メタ認知，意味記憶の発達，自我や自己意
識の発達，情緒的側面の変化，社会的には，親子関係と
友人関係の変化や，社会的立場や役割の変化がみられて
くる（高木，2016）。
青年期の開始は，第二次性徴に関わる身体的変化がみ
られてくることが一つの契機となるとされる。こうした
中で，そういった著しい身体的変化とそれに伴う激しい
心理的変化（第二反抗期など）を伴う時期のことを，特
に思春期という区分で示すこともある。そうした思春期
は，青年期が，中・高・大学という区分に沿って，前期・
中期・後期と分けられることもある中で（井上，1991），
いわゆる青年期の入り口としての青年前期としても捉え
られる（堂野，1991）が、その具体的な時期については
明確ではない。概ね，12～13歳頃から15～16歳頃（堂野，
1991）とともされるが，近年では，思春期の開始は早ま
る傾向もみられ，平均的な日本の女子では，10～12歳ご
ろ，男子では12～14歳頃とも指摘される（高木，2016）。
一方，こうして開始された青年期は，アイデンティ
ティの確立といった心理的な成熟をもってその終わりを
迎えることになる。その具体的な時期は，これまで，概
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ね22～23歳，あるいは23歳～24歳頃（井上，1991，高木，
2016）とされてきたが，個人差も大きく，22，23歳頃で，
青年期の終わる人もいれば，30歳になってもまだ終わら
ない人がいることも指摘される（高木，2016）。
このように，時期的な重なりもある青年期と思春期に
ついて，どの時期に，どれくらい焦点をあてて扱うかは，
テキストの方針や著者の考え方によってさまざまである
ことが想定され，テキストによって区分の用い方や内容
が大きく異なる可能性が考えられる。
分析対象としたテキストと検討内容
大芦（2017）が分析対象とした64点のテキストの中か
ら，2017年 6 月の時点で入手可能であった43冊及び，新
たに入手できた 2 冊を加えた45冊を分析対象とした（注．
テキストの一部が入手できなかった理由としては，他目
的で利用中・貸出中等による）。
全45冊のテキストについて，内容を参照しつつ，目次
や中見出しを手がかりとしながら，青年期や思春期に関
する内容がどのように扱われているかについて以下の視
点で分類を行った。
【a】青年期の発達について独立した章や見出しがみら
れ記述されている，【a2】aに関し，さらに複数の内容に
関する見出しや記述内容がみられる，【b】思春期の発
達について独立した章や見出しがみられ記述されている，
【b2】bに関し，さらに複数の内容に関する見出しや記
述内容がみられる，【c】「発達段階」（ピアジェの認知発
達段階，エリクソンの心理社会的発達段階，等の理論を
含む）を取り上げる中で，青年期や思春期についても触
れている，【d】「発達課題」（ハヴィガースト，等）を
取り上げる中で，青年期や思春期についても触れている，
【e】上記以外の内容に関わるテーマの中で青年期や思春
期を扱っている。
なお，テキストの内容が，上記の複数に該当する場合
は複数の内容を選択した。また，青年期と思春期という
区分に関わるタームの使用やその内容については，両者
を明確に区別して記述する立場もあれば，思春期の内容
を含んでいたとしても青年期という区分のみが用いられ
るなど，著者によって違いがみられることが考えられる
が，基本的に目次や中見出しの内容を基準として分類し
た。
テキストで扱われている内容の分析結果と考察
全45点のテキストについて分類を行ったところ， 4 点
において，【a】～【e】に該当する内容がみられなかっ
た。表 1 には，それを除いた41点についての内容を示し
た（ 4 点に関わる情報については，表 1 の注に示した）。
1 ）〈【a】青年期の発達について独立した章や見出しが
みられ記述されている〉および〈【a2】aに関し，さ
らに複数の内容に関する見出しや記述内容がみられ
る〉について
全体のうち，【a】については，24点（53. 3％）が該当
していた。またそのうち半数にあたる12点（全体では
26. 7％）が【a2】に該当していた。すなわち，分析対象
となった45点のテキストのうち，半数を超えるテキスト
が青年期について大なり小なり，明確な章や見出しのも
とにとりあげているといえた。また，その半数は青年期
に関わる複数の内容項目（例：成長と第二次性徴，発達
加速現象，性役割の獲得と女性のモラール，等（テキス
ト，17），アイデンティティと将来への展望，等（テキ
スト，22），キャリア形成，等（テキスト，34），等，表
1 ）を含んでおり，その中には，後述する思春期（青年
前期）にあたる時期の内容も扱われている場合もあるな
ど，青年期全般を視野にいれた内容を幅広く扱っている
といえた。
2 ）〈【b】思春期の発達について独立した章や見出しが
みられ記述されている〉および〈【b2】bに関し，さ
らに複数の内容に関する見出しや記述内容がみられ
る〉について
全体のうち，【b】については， 8 点（全体の17. 8％）
が該当していた。また，そのうち 2 点（全体の4. 4％）
が【b2】に該当した。いずれも，全体に占める割合は
それほど高くなく，思春期という区分に一定の焦点をあ
てて扱っているテキストは全体としてはあまり多くない
といえる。反対に，こうした思春期という区分が用いら
れる場合は，青年期の中でも，その入り口としての身体
的・社会的・心理的に大きな変化を伴う，また第二次反
抗期にも関わる過渡期としての同時期により焦点をあて
た内容が扱われていると考えられる。
3 ）〈【c】「発達段階」（ピアジェの認知発達段階，エリ
クソンの心理社会的発達段階，等の理論を含む）を取
り上げる中で，青年期や思春期についても触れている〉
について
全体の中で【c】については，29点（全体の64. 4％）
が該当していた。また，【c】のみが該当したテキストも
4 点みられた。ピアジェの認知発達段階や，エリクソン
の心理社会的発達段階については，教育心理学の領域に
おいて，今日までよく扱われる内容であり，多くのテキ
ストが，そうした理論や「発達段階」をとりあげながら，
その中で思春期や青年期の心理的な特徴について言及し
ていることが窺える。一方で，思春期や青年期について
複数の内容が含まれる場合（【a2】，【b2】）でも，こう
した発達段階やその理論に関わる内容に大きな重点が置
かれていることが少なくないことも推察された。青年期
や思春期の特徴を示す知見をテキストにどのような比重
で扱っていくかという点は，各テキストにおいてさまざ
まな工夫もなされていると考えられるため，この点につ
いては今後さらに検討していきたい。
4 ）〈【d】「発達課題」（ハヴィガースト，等）を取り上
げる中で，青年期や思春期についても触れている）に
ついて
全体の中で，【d】については， 8 点（全体の17. 8％）
が該当していた。これは，【c】の「発達段階」と比較し
て，【d】の「発達課題」が扱われている数はそれほど
多くはないことも窺える。「発達課題」の全体像が説明
される中で，青年期や思春期についても説明がなされて
いる，という点ではその扱われ方において，前述の【c】
とも重なるものであるが，いずれも，乳幼児期からの見
通しや，生涯発達的な視点もふまえながら青年期・思春
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期をとらえることができうる点では，大きな意義がある
と考えられる。
5 ）〈【e】上記以外の内容に関わるテーマの中で青年期
や思春期を扱っている〉について
全体の中で，【e】については，11点（24. 4％）が該当
していた。これらは総じて，発達を各時期に区切り，時
表 1　分析対象としたテキストとそれらにおける「青年期」「思春期」について扱われている内容
番
号
書　　　　　名 著者，編者
発行年（括弧
内は初版年）
出版社
「青年期」「思春期」に関する章の主な内容（目次（一部文中の中見出しも参照）） 内容の類型
1
教育心理学の展開（改訂版） 肥田野直（編著） （1984）1996 北樹出版
a, c
第 2章「発達」発達の段階（青年前期，青年中期，青年後期）
2
教育心理学（第 2 版） 塩見邦雄（編） （1984）2007 ナカニシヤ出版
a, a2, c第 2章「発達─乳児期・幼児期・児童期」発達とは何か（発達段階と教育〈ピアジェの知能の発達段階，フロイトとエリクソンの人格の発達段階〉），
第 3章「発達─青年期」青年期の特質（青年期とは，青年期の危機と課題），青年期の発達（情緒的発達，社会性の発達，自己概念の発達，性的発達），
青年期の諸特徴（発達加速現象，個人差の発達）
3
教育心理学 岸田元美・細田和雅（共編） （1985）2003 ナカニシヤ出版
a, a2, c
第 2章「発達」発達段階（発達段階区分），発達の諸相（青年期〈身体的発達，運動能力の発達，自我意識の発達，情緒の発達，社会性の発達〉）
4
新・教育心理学 伊藤隆二（編著） （1988）2003 八千代出版
a, b
第 3章「発達の心理」発達の様相（思春期・青年期の発達）
5
教育心理学入門：臨床心理学的アプローチ 梅津耕作ほか （1989）2007 サイエンス社
a, a2, c
第 2章「発達」発達の概念（発達の理論，発達段階），青年期の特徴と指導（身体的発達，知的発達，情動の発達，社会性の発達）
6
発達と学習：現代教育心理学のすすめ 田島信元・撫尾知信・田島啓子（編著）（1990）2006 福村出版
a, a2, c第 2章「発達の道筋─生涯発達の過程」3 ．疾風怒涛の時代─青年期（身体的成熟，論理的思考の成熟，青年期の人間関係，アイデンティティの確立，
自立とおとなの自覚）
7
学校教育心理学：教育実践の科学 篠置昭男・乾原正（編著） （1990）2011 福村出版 a, a2, 
b, c第 2章「人間形成の基礎」 5 　発達の姿とかたち　青年期（青年期の特徴，思春期，知的機能，社会性，反抗と危機，自我同一性，青年期の発達課題）
8
発達と学習：教育心理学の基礎 松本卓三（編著） （1992）2006 北大路書房
a, a2, 
c, d
発達段階と発達課題　発達の各段階における特徴と発達課題（青年期），青年期における心身の発達（身体・運動能力の発達〈身体的発達，運動
能力の発達〉，知的発達〈知能の発達，認知・思考の発達，記憶能力の発達〉，感情の発達〈感情発達の特徴，感情発達の源泉〉，社会性の発達〈性
役割の発達，友人関係の発達〉，道徳性の発達〈他律的道徳から自律的道徳へ〉，自我の発達〈自我の発達過程，自我と自己，自我発達と自我同一性〉）
9
教育心理学（第三版）
子安増生・田中俊也・南風原朝和・
伊藤裕司
（1992）2015 有斐閣
a, c
第 2章「発達過程の理解」発達段階（青年期），ピアジェの発生的認識論（形式的操作期）
10
中学・高校教師になるための教育心理学（改訂版） 心理科学研究会（編） （1993）2010 有斐閣
a, e
第 2章「児童・青年期と発達」発達のプロセス（青年期の発達），障害のある生徒の発達（青年期の特徴）
11
新・教育心理学 古川真人・藤田宗和 （1994）2000 尚学社
c,d
Ⅰ．発達と教育「発達段階と発達課題」発達課題（ピアジェの発達段階），発達課題（ハヴィガーストの発達課題，エリクソンの発達課題）
12
教育心理学への招待 梶田叡一（編著） （1995）2004 ミネルヴァ書房
e
第 4部　『人格』　 9章「学校嫌い・登校拒否をどうするか」中学生のケース，高校生のケース，大学生のケース
13
教育心理学Ⅰ：発達と学習指導の心理学 大村彰道（編） 1996 東京大学出版会
c, e
第 1章「認知の発達」（ピアジェの認知発達理論（形式的操作期の認知発達）），第 2章「言語の発達」（言語発達の過程（思春期））
14
よくわかる発達と学習 杉原一昭他著 （1996）2008 福村出版
a
1 章「発達の諸相」青年期
15
やさしい教育心理学　第三版 鎌原雅彦・竹綱誠一郎 （1999）2013 有斐閣
c
第 8章「人間の発達について考える」発達とは（発達段階）
16
保育のための教育心理学 坂原明（編著） 2000 ブレーン出版
c
第 2章「心の働きを知る」考えること創造すること─思考・知能・創造性（子どもの考え方〈子どもたちの考え方の特徴〉）
17
教育心理学のエッセンス 木村忠雄ほか （2001）2007 八千代出版
a, a2第 2章「発達」青年期（成長と第二次性徴，発達加速現象，性役割の獲得と女性のモラール，道徳性の発達（価値の形成）と価値の転換，現代人
の倫理・道徳的価値観の形成，現代人の倫理・道徳的価値観の形成，価値の転換に至る状況，防衛機制と心理的剥奪，モラトリアム，青年期の集団，
精神疾患の発症）
18
発達と学習の心理学 柴田義松・滝沢武久 （2002）2008 学文社
c, d
第 1章「発達と学習」発達の段階（ピアジェの発達段階説，フロイトの発達段階説），発達の課題（ハヴィガーストによる発達課題）
19
教育心理学 佐藤泰正・海保博之・新井邦二郎（編）（2002）2012 学芸図書
a, a2, d
1 章「子どもの発達」発達のとらえ方（発達課題），青年期の発達課題（職業選択，配偶者選択）
20
はじめての教育心理学 滝沢武久（編著） （2003）2009 八千代出版
a, c第 2章「人間は一生涯発達する」　発達のとらえ方（発達のモデル〈ピアジェによる発達モデル〉，〈エリクソンによる発達モデル〉），誕生から高
齢期までどんな道筋をたどるか（子どもから大人へ：青年期，等）
21
発達と学習　教育場面での心理学 土屋明夫（編著） 2005 八千代出版
c, d
第 1章「発達（発達と教育）」各発達段階の特徴と発達課題（各発達段階の特徴（発達心理学の観点から），発達課題とは）
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番
号
書　　　　　名 著者，編者
発行年（括弧
内は初版年）
出版社
「青年期」「思春期」に関する章の主な内容（目次（一部文中の中見出しも参照）） 内容の類型
22
教育心理学・新版　教職を目指す人への入門書 河野義章（編） （2006）2008 川島書店
a, a2, b第 3章「青年期を理解する」青年期を理解する前に，青年期という時期（青年期のはじまり，思春期の心理），社会的移行としての青年期（人間
関係の変化，社会化，危機），アイデンティティと将来への展望（アイデンティティ，時間的展望），進路形成と青年期理解（キャリア，進路の状況，
離職・無色，進路成熟と意思決定，情報化と進路成熟），これからの青年期教育と自立のために（進路形成の援助，進路の適正，自己効力感）
23
精選　コンパクト教育心理学：教師になる人のために 北尾倫彦ほか （2006）2010 北大路書房
ｃ
第 1章「認知発達の所説」ピアジェの認知発達段階（形式的操作期（12～16歳））
24
教育心理学 鹿毛雅治（編） （2006）2012 朝倉書店
a, a2, 
b, b2第一部「学び育つ主体」個性と社会性の発達（一般的な発達の姿　〈青年期までの心理・社会的発達〉，〈青年期の発達区分とそれぞれの心理的特徴〉，
思春期・青年期に見られる発達の諸相〈身体の発達〉，〈自己の発達〉，〈対人関係の発達〉）
25
教育心理学 中城進 2006 二瓶社
c, e第 3章「知的機能の発達」知能構造の発達（知能構造の発達段階〈形式的操作期〉），第 8 章学級集団，子どもどうしの仲間関係（チャム・グループ，
ピア・グループ，等）
26
教育心理学 杉江修治（編） 2007 学文社
c, e第 3章「育ちの理解：発達の過程」知的発達（ピアジェの認知発達段階），社会的発達（仲間関係〈青年期の仲間関係〉；自己意識の発達；社会的
発達と環境移行〈小学校から中学校へ〉）
27
よくわかる教育心理学 中澤潤（編） （2008）2009 ミネルヴァ書房
c, e2 章「学びの場とその移行」学びの基本：小学校での学び（児童期の知的発達），学びの深化：中学校での学び（環境移行─児童期から青年期へ），
進路の選択と自己発見：高校での学び（自分らしさの発見としての進路選，等），主体的な学び：大学での学び（自分探しと大学生活）
28
教職をめざす人のための教育心理学 藤田主一・楠本恭久（編著） （2008）2012 福村出版
a, a2, c
2 章「発達の理論」（発達の諸理論〈ピアジェの発生的認識論，エリクソンの心理社会的発達，等〉，）， 4 章「青年期の発達」（青年期とは何か〈青
年期の現われ方，青年気の始期と終期，青年期の区分と特徴〉，青年期─その基本的意義〈移行期としての青年期，不安の時期，最適応期，創造期〉，
青年期の心理と行動〈身体・運動機能の発達，知的発達，情緒・感情の発達，社会性の発達，自我の発達〉，おとなになれない若者たち〈引き延
ばされる青年期，悩みなき青年期〉）
29
教育心理学─学校での子どもの成長をめざして 新井邦二郎・濱口佳和・佐藤純 2009 培風館
d,e
第 2章「発達課題と教育」発達段階における課題と教育（発達課題─ハヴィガーストの考え），愛着と自立（反抗期）
30
キーワードコレクション　教育心理学 二宮克美・子安増生（編） 2009 新曜社
c, e
Ⅴ教育の諸相（ジェンダーと教育（エリクソン，等））
31
教育心理学ルック・アラウンド 山崎史郎（編著） 2010 おうふう
a
Ⅱ「子どもの発達」発達の様相（青年期）
32
教育心理学 西口利文・高村和代 2010 ナカニシヤ出版
c, d
第 1章「発達」発達段階と発達課題，各段階の発達特徴（青年期の発達）
33
教育心理学 三宮真智子（編著） 2010 学文社
b, c, e第 1章「発達の諸相」ピアジェの発達理論とはどのようなものか，エリクソンの発達理論とはどのようなものか，自己意識はどのように発達する
のか，等，第 7章「個人差と不適応への対応」思春期の子どもたちはどんな悩みをかかえているのか
34
教職ベーシック　発達・学習の心理学 柏崎秀子（編著） 2010 北樹出版
a, a2, c第 1章「発達の原理」発達の過程（発達段階，ピアジェによる認知機能の発達段階），第 5章「青年期の発達」青年期とは，身体的発達，認知的発達，
青年期の対人関係（親子関係の変化，友人関係，異性との関係，さまざまな人との出会い），自己形成のプロセス（自己意識の発達，自我同一性の確立，
青年期の不安がもたらす病理（つまずき），キャリア形成，青年期の終わり）
35
教育心理学　エッセンシャルズ　第 2 版 西村純一・井森澄江（編） 2010 ナカニシヤ出版
a, b, b2, 
c, e第 7章「発達と教育」子どもは大人になる（発達の過程），第10章「青年期の発達」思春期（身体的変化，社会的変化，心理的変化，形式的操作
の思考と第二反抗期，青年の規範，自我同一性（アイデンディディ）の危機），青年期後期
36
やさしい発達と学習 外山紀子・外山美樹 2010 有斐閣
a, c
第 2章「発達のとらえ方」発達の各時期（青年期），第 3章「論理的思考」ピアジェの発達段階理論（形式的操作段階），等
37
児童生徒理解のための教育心理学 古屋喜美代・関口昌秀・荻野佳代子（編）（2013）2014 ナカニシヤ出版
e, b
第 3章「人間関係の発達」児童期・思春期の社会性の発達
38
教育心理学：教育の科学的解明をめざして 安藤寿康・鹿毛雅治（編） 2013 慶應義塾大学出版会
a, b, e
第 3部学習環境と教育実践　第 1章教育方法，発達過程と教育方法（思春期・青年期の学びを支援するには）
39
教育心理学 和田万紀 2014 弘文堂｠
a, c
第 1章「発達」発達段階と各発達段階の特徴（青年期）
40
ようこそ教育心理学の世界へ 神藤貴昭・久木山健一（著） 2014 北樹出版
c
第 2章「発達」ピアジェの認知発達理論，エリクソンのライフサイクル理論
41
教育心理学 田中智志・橋本美保（監修），遠藤司（編） 2014 一藝社
a, c, d
第 1章発達の理論（発達段階と発達課題），第 2章各時期の発達の様相（各発達段階の特徴（青年期～老年期））
注 1 ．内容の類型については，以下に従って分類した。a．青年期の発達について独立した章や見出しがみられ記述されている，a2．aに関し，さらに複数の内容に
関する見出しや記述内容がみられる，b．思春期の発達について独立した章や見出しがみられ記述されている，b2．bに関し，さらに複数の内容に関する見出しや
記述内容がみられる，c．「発達段階」（ピアジェの認知発達段階，エリクソンの心理社会的発達段階，等の理論を含む）を取り上げる中で，青年期や思春期につい
ても触れている，d．「発達課題」（ハヴィガースト，等）を取り上げる中で，青年期や思春期についても触れている，e．上記以外の内容に関わるテーマの中で青
年期や思春期を扱っている。
注 2 ．「教育心理学入門」（永野重史・依田明（共編），1976，新曜社），「入門教育心理学」（波多野誼余夫・久原恵子，（1976）2003，有斐閣），「教育心理学　新版」
岸本　弘（編著），（1996）2004，学文社）「教育心理学：より充実した学びのために（第二版）」（多鹿秀継，2010，サイエンス社）については，a～eについて該当
する内容がみられなかったため，上記の表では省略した。
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期ごとに，それぞれの時期の発達的特徴が幅広く説明さ
れる形ではなく，特定のテーマに焦点化し（例，言語の
発達，自己意識の発達，学びの支援，等，（テキスト13，
26，38，表 1 ）），年齢段階を追いながら，その発達的特
徴が説明される形であり，その中で思春期や青年期が扱
われているものといえる。どういった構成の中で，思春
期や青年期を扱うかという点は，テキストの方針や，著
者の視点によっても異なってくると思われるが，こう
したテーマごとの発達的変化の中で青年期や思春期を捉
えていくような内容を含むテキストと，年齢ごとの区分 
（幼児期，児童期，青年期，等）が先にあり，各時期に
ついての幅広い発達的特徴が示されていくような内容を
含むテキストを合わせて用いることで，青年期や思春期
の特徴をよりいっそう具体的に捉えることが期待できる
と考えられる。
まとめと今後の課題
本稿では，現行で用いられている教育心理学のテキス
トにおいて，思春期・青年期に関わる内容がどのように
含められているのかについて検討し，以下の点が明らか
になった。
①　分析対象となった45点のテキストのうち，半数を超
えるテキストが青年期について大なり小なり，明確な
章や見出しのもとにとりあげていた（【a】）。
②　その半数（全体の約 4 分の 1 ）のテキストでは，青
年前期としての思春期に関わる内容も含む等，青年期
全般に関わる幅広いテーマや内容を扱っているといえ
た（【a2】）。
③　思春期については，全体に占める割合はそれほど高
くないものの（【b】），その一部では〈思春期〉という
区分を用いて，青年期の中でも，その入り口としての
身体的・社会的・心理的に大きな変化を伴う，また第
二次反抗期にも関わる過渡期としての同時期により焦
点をあてた内容が扱われていることが窺えた（【b2】）。
④　 6 割以上のテキストが，「発達段階」（ピアジェの認
知発達段階，エリクソンの心理社会的発達段階，等の
理論を含む）をとりあげながら，その中で思春期や青
年期の心理的な特徴についても言及していることが窺
えた（【c】）。
⑤　「発達課題」（ハヴィガースト，等）を取り上げる中
で，青年期や思春期についても触れるということにつ
いては， 2 割弱のテキストにみられ，生涯発達的な視
点から思春期や青年期を捉えられることについて意義
があると考えられた（【d】）。
⑥　①～⑤以外の内容に関わるテーマの中で青年期や思
春期が扱われていることについては，約 4 分の 1のテ
キストが該当していた。そうした特定のテーマに沿って，
発達的変化が記述される中で，青年期や思春期を捉え
ていく内容を含むテキストと，時期区分が先にあり，そ
れぞれの時期の発達的特徴が幅広く説明される内容を
含むテキストを合わせて使用することで，青年期や思
春期の特徴をより具体的に捉えられることが期待でき
る（【e】）。
本稿では，冒頭にも述べたように，幼児・児童期と比
べると思春期・青年期についての扱われ方がやや少ない
のではないかということが発端となり，テキストで扱わ
れている内容について検討を行った。結果として，少な
くとも，半数を超えるテキストが，青年期について章や
見出し等で明確にとりあげていることが窺えた。しかし，
より幅広い内容を含めているかという点では，約 4 分の
1 ほどのテキストで扱われているのみであること，また，
思春期の詳しい内容を扱ったものについても今回の検討
では多いとはいえないことが推察された。すなわち，青
年期，思春期についての扱われ方は，教育心理学のテキ
ストでは，限られているのが現状といえる。教職を視野
に入れた「教育心理学」のテキストにおいては発達や学
習，人格・適応，評価，等，網羅しなければならない内
容が多岐にわたっているため，発達領域の中で，青年期
や思春期について詳しく述べることには量的に限界もあ
ることが推察される。しかし，それらの時期は幼児・児
童期とも質的に大きく異なる重要な時期であり，それら
の内容を含めていくことは発達過程を捉えていく上で欠
かすことのできない点であると考えられる。また，特に，
幼児期や，児童期，思春期といった時期別に，幅広い発
達内容が扱われる形は教育現場等への適用といった観点
からその意義は大きいといえるが，他方で，あるテーマ
のもとに乳幼児期から思春期・青年期の発達過程が示さ
れることもまた生涯発達的な視点から重要であり，両者
を意識的に合わせながら授業等を展開していくことの必
要性が示唆される。
なお，今回の分類においては，内容を参照しつつも，
基本的に目次や中見出しを基準に分類したため，網羅し
きれていないところがある可能性がある。また，それぞ
れのテキストの構成は質量ともに多岐にわたっており，
本稿の分類に基づく比較では不十分な点もあった。今後
こうした点を改善しながら，教育心理学で扱われている
青年期や思春期の内容について，より詳細に検討を行っ
ていく必要がある。
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